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【今月の問い】 

Ｑ．ニュースダイジェスト               で紹介した以下の記事を読み、以下の①～③

について考えよう。 

 

●アメリカ 66 の国際機関から脱退へ 

米国のトランプ大統領は７日、66の国連組織や国際機関、条約などからの脱退を指示す

る大統領令に署名した。気候変動対策で各国が協力する基盤となってきた「国連気候変動

枠組み条約」なども含まれており、「米国第一」で国益を優先し、国際協調を軽視する姿

勢が一層鮮明になった。今後、さらに対象が広がる可能性もあるという。国連関係で対象

となったのは31機関で、SDGsを推進する国連経済社会局や国連人口基金などが含まれ

ている。大統領令によると、国連組織については活動への参加を止めたり、違法にならな

い範囲で支出を削減したりすることで、事実上、脱退する。こうした米国の姿勢、動きが

他国にも波及すれば、さまざまな課題に対する国際的な連携にも影響を及ぼすおそれが

ある。                 （ニュースダイジェスト 2026年１月９日より） 

 

① なぜ国際協力は必要なのだろうか？ 

 

② こうした世界の動きが私たちの生活にどのように影響するのだろうか？ 

 

 

 

 

 

③ このような状況の中で、日本政府が取るべきスタンスや行動にはどのようなことがある
だろうか？ 

 

 

 

 

※次ページの解説も参考にしよう！ 
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        パートナーシップで目標を達成しよう 

アメリカが66の国際機関や国連関連組織から脱退しようとしている、という動きは、世界全

体の協力体制を大きく揺るがす事態です。脱退の対象には、気候変動対策を話し合う国連気

候変動枠組み条約（UNFCCC）や、ジェンダー平等や女性の権利を支えるUN Women、母

子保健などを支援する国連人口基金（UNFPA）などが含まれています。これらは、世界中の

国が協力して課題を解決するための大切な機関です。 

特に注目したいのは、SDGsの目標17「パートナーシップで目標を達成しよう」との関係で

す。この目標は、国や地域、企業、市民など、さまざまな立場の人たちが協力し合うことで、世界

の問題を解決していこうという考え方を示しています。しかし、アメリカのような影響力の大きい

国が国際協力の枠組みから離れると、各国が協力する体制が弱くなってしまいます。例えば、

気候変動への取り組みは一国だけでは解決できず、世界全体が協力する必要がありますが、

UNFCCCやIPCC（気候変動に関する政府間パネル）といった組織からアメリカが離れること

は、目標13「気候変動に具体的な対策を」の達成を大きく遅らせることになります。 

また、UN WomenやUNFPAからの離脱は、目標５「ジェンダー平等を実現しよう」や目標３

「すべての人に健康と福祉を」にも悪影響をもたらすと言えます。UNFPAは150以上の国や

地域で母子保健や安全な医療へのアクセスを支援していますが、アメリカが資金を減らすこと

で、その支援を必要とする地域に届かなくなるおそれがあります。 

さらに、アメリカはSDGsそのものへの関与を弱めており、国際社会の協力ムードにも影響を

与えると考えられています。SDGsは2030年までに達成すべき17の目標で、多くの国が協力

して取り組むべきものです。しかし、アメリカのような大国が距離を置くと、「世界は本当に協力

して目標を達成できるのか」という不安が高まります。 

このような動きが世界に及ぼす影響は大きく、国際協力のバランスが崩れると、地球規模の

課題への取り組みが遅れ、結果としてすべての国に悪影響が広がります。だからこそ、高校生

のみなさんにも、SDGsの目標17が示す「協力の大切さ」を理解してほしいのです。世界が協

力することで初めて解決できる問題はたくさんあります。今回のニュースは、国際協力がどれ

ほど重要で、かつ不安定になりやすいものであるかを示す大切な例であると言えるでしょう。 

 

 
今月の SDGs 

※ 北九州市立大学 地域創生学群 教授 眞鍋和博先生に、ゴール 17 について 
解説いただきました。 


